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活用目的に応じた調査の選択肢を増やす
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• 従来の大サンプル調査の効率化を図る観点から、小サンプル調査とビッグデータを用いてシミュレーションモデルを構築し、
シミュレーションで人の活動、移動データを生成する手法を開発する。

• 従来からPT調査が行われていない地域におけるデータ活用を促進するため、全国PT調査データを用いて疑似的に人の
移動・活動データを生成する手法を開発する。

※小サンプル調査のデータで
地域モデル構築

※全国PT等で構築された
標準モデルを活用

①都市圏調査データを用いたシミュレーションによるデータ生成

②全国PTを用いたモデルによる疑似データ生成
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調査で得られたサンプルに
人口を乗じることで拡大補正

都市圏で行った調査データ等で
構築されたシミュレーションによる
推計

全国PT調査データで構築
されたシミュレーション
による推計



①都市圏調査データを用いたシミュレーションによるデータ生成
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• 小サンプル調査データをもとに、アクティビティシミュレータを構築し各個人の活動・移動データを発生させることで、小サンプ
ルでは把握できない詳細なゾーン別の状況を把握できるようにする。

• 各都市では、モデル構築に必要なサンプル、および、施策に応じて精度担保すべき指標に必要なサンプルを満たすように、
調査を実施する。
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②全国PTを用いたモデルによる疑似データ生成
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• 標準的なアクティビティシミュレータを用意し、各都市では小サンプルの都市交通調査およびビッグデータに合うように補正
することで、疑似的な人の活動・移動データを生成する。

• 各都市でのモデル構築の負担軽減が期待できる一方、全国の平均的な活動・移動をもとにした疑似的なデータとなる点
に留意が必要となる。

• 標準的なアクティビティシミュレータの開発には、全国PT調査（全国都市交通特性調査）を有効活用する。
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施策評価へ現状分析へ

■標準モデルの活用イメージ ■参考：全国PT調査の都市類型

※あくまで、全国の平均的
な状況を表現したモデル
となる点に留意


